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６月２６日（金）２７日（土）と仙台二高で行われた「第 ７月８日（水）９日（木）と，２日間にわたり校内球

39回文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権大会宮城 技大会が行われました。好天にも恵まれ，生徒は８

県大会」において，快挙を成し遂げました。 種目の競技によって学年を超えて覇を競いました。

総合成績は次のとおりです。

第１位 ３年１・２組連合チーム

第２位 ３年４・５組連合チーム

第３位 ３年６・７組連合チーム

今年は３年生の完全優勝でした。そろいのクラス

団体戦のメンバーは，大将：安田浩崇，副将：宮原 Ｔシャツが躍動する球技大会でした。

幹太（３年６組・東向陽台中），３将：船渡馨斗（２年６

組・向陽台中）の３名。並み居る強豪校を打ち倒し，宮

城県で第３位となりました。

宮原君からのコメントです。

本校の生徒会組織の中で，最も地域貢献活動に励

んでいるのがＪＲＣ（Junior Red Cross)同好会です。今

年の樹咲祭では，昨年に引き続き富谷町特産のブル

ーベリーを使用したスイーツを紹介します。そのため

の研修として，７月１８日（土）には町内のブルーベリ

ー農家を訪問しました。地域特産品マイスターとして

活躍される佐藤一夫さん（富谷町明石上向田）の農園

に集合した生徒は，炎天下の中，ブルーベリー栽培の

苦労や課題について聞き取り，実際に摘み取り体験も

させていただきました。今では町を代表する特産品と

なったブルーベリーですが，稲作の代替として普及す

るまでには大変な苦労があったと知りました。 【ＪＲＣの今年度の主な活動】

ＪＲＣはこのほかにも，ボランティアや交流会など地 ・特別養護老人ホーム訪問ボランティア

域でさまざまな活動を展開しています。生徒の活躍 ・地域夏祭りボランティア

は，今後も随時紹介します。 ・樹咲祭での物品販売

・手話学習 など

第52号富谷高校だより

躍進! 囲碁・将棋同好会 !!

Ｂクラス優勝 ３年６組 安田浩崇（住吉台中）

Ｃクラス優勝 ３年６組 小宮翔太

（東向陽台中）

団体戦 第３位！

囲碁・将棋同好会は，７名（うち⼥子２名）で活

動していますが，３年生が引退すると３名になって

しまいます。囲碁は，相手との戦いをとおして精神

的に成⻑できる「スポーツ」です。初心者でも，頭

を使えば十分渡り合えます。心を成⻑させたい高校

生にはふさわしいと思います。私たちは後継者を求

めています。ぜひ，伝統を受け継いでください！

勝利に向かって，球技大会！

地域とともに歩む ＪＲＣ



７月１９日（日）に「第１８回合唱部＆弦楽合奏部定

期演奏会」が日立システムズホール仙台のコンサート

ホールで行われました。クラシックからポピュラーまで

幅広い楽曲を披露した生徒たちは，日頃の練習成果

を十分に発揮できたようです。足を運んでいただいた

方は約４００名。暑さを忘れるひとときでした。

弦楽合奏部の前部長 ３年３組 大沼未季さん（鶴谷中）からいただいた抱負です。

７月１５日（水）に，「第２回公開授業研究会」が

開催されました。昨年度に引き続き，『自己変革を

可能とする学習力の育成～協働学習を取り入れた確かな学びの創出～』を研究主題に，地理・数学・英語の

教員３名が研究授業を行いました。校外からも２４名の先生方が来校し，ともに研鑽を深めました。分科会で

は，高校教育課指導主事の先生から指導助言をいただき，全体会では本校の学校評議員を務める宮城教

育大学の市瀬智紀教授から講評をいただきました。市瀬先生は，研究主題に掲げた「自己変革」の難しさに

言及され，この授業研究会を今後も継続するよう期待の言葉を述べていただきました。当日の模様は，ホー

ムページにも掲載しますので，ご覧ください。

最後は，６月下旬から３週間にわたって教育実習にきていた２人からのメッセージです。

「１６回生の松田 涼です。今は仙台大学で，野外活動や野外教育を中

心に学んでいます。教育実習は，あっという間でした。富高生の皆さん，

学生時代に誰もしないようなことにチャレンジしてみてください。必ず新

しい発⾒があり，人生の糧となります。ちなみに私は，サッカー選手と無

人島生活をしてきました。学校生活に悔いが残らないよう，これからも頑

張ってください。本当にありがとうございました。」

合唱と弦楽の調べに陶然

私たち弦楽合奏部は，７月２７日から２９日に滋賀県で行われる「全国高等学校総合文化祭」に，

宮城一高と合同で出場してきます。定期演奏会も終わり，３年生にとっては最後のステージになりま

す。弦楽合奏部は県外への遠征も多く，一年をとおして忙しい部活で，時には辛いこともありました

が，最後まで続けられたのは熱心に指導してくださった顧問の先生はじめ，保護者・ＯＢ・ＯＧや地

域の方々の支えがあったからです。全国の舞台では，すべての人たちへの感謝の思いを弦に乗せ，今

までの練習成果が発揮できるように頑張ってきます。

授業力向上に励んでいます

「富谷高校１６回生の上女鹿かれんです。東北福祉大学で心理学につ

いて勉強しています。３週間，養護教諭として皆さんと関わり，たくさ

んのことを学ばせていただきました。在校生の皆さん，それぞれの夢や

目標に向かって，これからも頑張ってください。」


